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研究成果の概要（和文）：朝鮮半島における植民地都市のハイブリッド（hybrid）性を主に非文字資料を中心に分析検
証を行った。国内外における非文字資料の所蔵先やその現状を把握し、学術的活用をめぐる議論の場を設けた。その成
果は(『日本帝国の表象－生成・記憶・遺産』えにし書房、2016）にまとめた。
　一方、済州大学校海洋科学研究所と連携して学融合をめぐる国際シンポジウムを企画し、東アジアにおける学術的課
題を共有した。現地調査と共に済州道におけるハイブリッド性の内実を確認した。発表者の論稿は韓国語での刊行を進
め、さらなる議論を進めていく予定である。

研究成果の概要（英文）：Analysis inspection was performed focusing on Audiovisual Materials mainly with 
explication of the hybrid nature of the colony city in Korean Peninsula. Domestic and abroad, a 
possession destination and its current state of Audiovisual Materials which can be put were grasped and a 
place by the argument concerning academic utilization was established. The outcome ("Representation of a 
Japanese empire- Production of a colony imagery, Memory in the city and Utilization of a legacy " Enishi 
shobo，2016) was gathered by the 3 chapter composition.
　On the other hand, the international symposium about science fusion to cooperate with Marine Science 
Institute, Jeju National University was planned and an academic problem in East Asia was shared. The 
truth of a hybrid in Jeju as well as the field survey were confirmed. A Result of a research report is 
planning to advance publication in Korean and advance further argument.
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１．研究開始当初の背景 
（１）平成 23-24 年度に科学研究助成事業に
よる挑戦的萌芽研究「朝鮮博覧会と京城の空
間形成」を行った。その成果の中で、日本に
おける「文化住宅」の受容が朝鮮に移植され
る際に京城の都市空間における異文化混合
の特質を明らかにした。 
（２）朝鮮半島における日本人居留地の発展
が果たした役割の重要性を認識し、その分析
研究の方法論としては、都市計画史、建築史、
経済史、物産史、伝統工芸研究、物流機構研
究、表象文化論、メディア論等々の諸分野に
おけるインターカルチャー的、総合的研究視
点の必要を認識した。その分析・検証の際に
用いられた絵葉書、絵図、地図、植民地旅行
案内記等々の非文字資料に関する研究的価
値を認識した。今後、日本と近隣のアジア諸
国における植民地遺産をめぐる視点のズレ
を解明する貴重な資料であり、その学術的有
効性が高まっている。 
 
２．研究の目的 
（１）朝鮮半島における植民地都市のハイブ
リッド（hybrid）性を解明し、東アジアにお
ける「文明」という軸を介した２０世紀初頭
の国際秩序を捉えなおすことを目的として
いる。なかでも日本の介入によって展開され
た博覧会事業を中心に、その開催地の都市空
間形成と結びつけて調査・分析する。 
（２）植民地時代に形成された都市空間に残
されている旧日本建築物をはじめ制度、言語、
思想等々の植民地的遺産は今日の韓国社会
でどのように表象されたのか。その中でもと
りわけ、植民地的諸現象が「反日」という政
治テーゼをめぐっていかに内在化されたの
かを分析し、その考察を通して、東アジアに
おける国際秩序に未来志向の具体的提言を
投げかけることが目的であった。 
 
３．研究の方法 
（１）国内外における朝鮮関連の非文字資料
の現状や所蔵先における資料の内訳などを
大学や博物館、美術館、資料館を中心に訪問
調査を行った。その調査状況を「非文字資料」
に関するコレクターと研究者を中心とした
「絵葉書研究会」の場で共有した。ソウルの
研究者を迎え、日本国内の関係者とともに、
植民地都市のハイブリッド性に関する相互
議論の場を設け、一次資料の収集や画像デー
タの学術的将来に関する議論をも深めた。 
（２）ソウルの漢陽大学校主催の非文字資料
をめぐる東アジアの表象をめぐる国際シン
ポジウムや、EAJS 会議に参加し、発表ととも
に非文字資料の研究状況を把握し、今後の研
究協力を話し合った。済州大学校と連携して、
東アジアの学術的現状を把握し、「文理統合」
の有効性を探る国際シンポジウムを行い、現
地調査とともに植民地都市のハイブリッド
性に関する調査分析を行った。 
 

４．研究成果 
（１）非文字資料をめぐる研究調査関連とし
ては「アジアの記憶～植民地、遺産、見える
ものと見えないものの境界」というテーマで
日韓の研究者・コレクターによるミニシンポ
ジウムを行った。（2014 年 2 月 9 日、国際日
本文化研究センター、第 3 共同研究室）。本
シンポジウムでは、植民地都市に残された建
築物をめぐる制度、言語、思想等々を含むハ
イブリッド性に関する議論を行った。それら
が植民地遺産として今日の韓国社会もしく
は台湾、満州などの旧植民地エリアでどのよ
うに表象されてきたのか。東アジアにおける
古都であった「京都・京城・北京」を中心に、
２０世紀初頭の東アジアにおける植民地都
市のハイブリッド性に関する分析検証を行
った。 
（２）済州大学校海洋科学研究所と連携して
「学融合（文理統合）」の有効性を探る日韓
の国際シンポジウム（International Meeting 
on Say about “Technology and Value of 
Brand”Oct15-Oct17,2015,Jeju,Korea）を企
画し、東アジアにおける学問の現状に関する
問題と課題意識を共有した。本シンポジウム
の際には、日本における先駆研究報告書（『エ
ネルギーを考える：学の融合と拡散』作品社、
2013）の韓国語（『Discusses about Energy : 
Fusion and Diffusion of Science』民俗苑、
2014）への編訳刊行を行い、本シンポジウム
会場で問題意識を共有した。本シンポジウム
期間中には、済州道の資源、自然、文化、行
政などの現地見学調査を行い、済州道におけ
るハイブリッド性に関する調査分析を行っ
た。 
 
（３）第１４回 EAJS 国際会議での「ポスト
カード」パネルに参加し、本研究課題におけ
る非文字資料の研究動向を始め、日本で生産
された朝鮮写真絵葉書に関する研究報告を
行った。本会議では、近代郵便制度の始まり
とそれによる写真絵葉書の生産とその流通
をめぐる東西の様子を分かち合い、今後の研
究交流への議論を深めた。 
 
（４）植民地都市と「コリアンディアスポラ
性」に関する調査の一例として画家李仲燮の
作品の「ニセ」訴訟とその真偽をめぐる関係
者へのインタビューを行い、調査報告を短い
文章でまとめた。 
 
（５）朝鮮工芸の近代化における日本の介入
をめぐる研究調査として田辺孝次の研究ノ
ートや日記、関連資料の分析検証を行い、論
文報告を進めた。 
 
（６）上記（１）（３）の研究報告に関して
は、日本語と韓国語での活字化を進め、現在
日本語は編集（再校確認中）を進めている。 
 
（７）上記（２）の成果として研究報告者の



論稿を韓国語による編集作業を進めている。 
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